
(57)【要約】
【課題】新しい脂質蓄積抑制のメカニズムに基づいた脂質蓄積抑制素材を提供する。
【解決手段】ミカン科サンショウのエキスからなる、熱産生交感神経活性化剤を経口投与
用の組成物に含有させる。ミカン科サンショウのエキスとしては、サンショウ（Ｚａｎｔ
ｈｏｘｙｌｕｍ　ｐｉｐｅｒｉｔｕｍ）、カホクサンショウ（Ｚａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　
ｓｉｍｕｌａｎｓ　Ｈａｎｃｅ．）、ヒレサンショウ（Ｚａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　ｂｅｅ
ｃｈｅｙａｎｕｍ）　、アメリカサンショウ（Ｚａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　ａｍｅｒｉｃａ
ｎｕｍ）、トウサンショウ（Ｚａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　ｓｉｍｕｌａｎａ）、イヌザンシ
ョウ（Ｚａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　ｓｃｈｉｎｉｆｏｌｉｕｍ）、カラスザンショウ（Ｚａ
ｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　ａｉｌａｎｔｈｏｉｄｅｓ）、フユザンショウ（Ｚａｎｔｈｏｘｙ
ｌｕｍ　ａｒｍａｔｕｍ）、アサクラザンショウ（Ｚａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　ｐｉｐｅｒ
ｉｕｍ　ｆ．　ｉｎｅｒｍｅ）、ヤマアサクラザンショウ（Ｚａｎｔｈｏｘｙｌｕｍ　ｐ
ｉｐｅｒｉｕｍｆ．　ｂｒｅｖｉｓｐｉｎｕｍ）等の極性溶媒抽出物又はその溶媒除去物
が好ましい。
【選択図】　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス か ら な る 、 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
エ キ ス が 、 ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の 果 実 の 極 性 溶 媒 抽 出 物 及 び ／ 又 は そ の 溶 媒 除 去 物 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 を 含 有 す る 経 口 投 与 用 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 用 の 経
口 投 与 用 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
エ キ ス が 、 ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の 果 実 の 極 性 溶 媒 抽 出 物 及 び ／ 又 は そ の 溶 媒 除 去 物 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 用 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
食 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ～ ５ 何 れ か １ 項 に 記 載 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 生 体 に 過 剰 に 存 在 す る 脂 肪 の 熱 代 謝 に 好 適 な 、 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 及 び そ
れ を 含 有 す る 組 成 物 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
栄 養 状 態 が 改 善 さ れ す ぎ た 現 代 に 於 い て 、 肥 満 は 大 き な 社 会 問 題 と な っ て い る 。 こ れ を 反
映 し て 、 日 本 に 於 い て は 「 ダ イ エ ッ ト 」 と 言 う 言 葉 は 、 食 事 制 限 に よ る 摂 取 カ ロ リ ー の 低
減 を 直 接 的 に 意 味 す る よ う に な っ て い る 。 又 、 所 謂 健 康 食 品 に 於 い て も 、 「 ダ イ エ ッ ト 」
を 訴 求 し た も の が 少 な く な い 。 こ の 様 な 「 ダ イ エ ッ ト 」 を 訴 求 し た 健 康 食 品 は 、 大 き く 分
け る と 、 １ ） グ ル コ マ ン ナ ン の 如 く 非 消 化 性 繊 維 或 い は そ れ の 作 る ゲ ル 化 物 を 投 与 し 、 物
理 的 に 食 物 が 消 化 器 に 入 ら な い よ う に 抑 制 す る 、 ２ ） カ プ サ イ シ ン 乃 至 は キ ン ギ ン カ 等 の
様 に 熱 産 生 タ ン パ ク （ Ｕ ｎ ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｉ ｎ ； Ｕ Ｃ Ｐ ） の 発 現 を 促 進 し 、
脂 質 の 熱 エ ネ ル ギ ー へ の 変 換 を 高 め 、 脂 質 の 蓄 積 を 抑 制 す る 、 の ２ 種 が 存 在 す る 。 し か し
な が ら 、 熱 産 生 を 司 る 、 熱 産 生 交 感 神 経 を 活 性 化 さ せ る 方 法 は 知 ら れ て い な い 。 更 に 、 ミ
カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス と 生 体 に 於 け る 熱 産 生 の 関 係 も 全 く 知 ら れ て い な い 。 又 、 複 合
的 な 脂 質 蓄 積 シ ス テ ム に 於 い て 、 過 剰 な 脂 質 の 蓄 積 を 抑 制 す る た め に は 、 単 一 の メ カ ニ ズ
ム の み な ら ず 、 複 合 的 な メ カ ニ ズ ム で の 対 応 が 必 要 で あ り 、 そ の 意 味 で 新 し い 脂 質 蓄 積 抑
制 の メ カ ニ ズ ム の 解 明 と 脂 質 蓄 積 抑 制 素 材 の 開 発 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 こ の 様 な 状 況 下 為 さ れ た も の で あ り 、 新 し い 脂 質 蓄 積 抑 制 の メ カ ニ ズ ム に 基 づ
い た 脂 質 蓄 積 抑 制 素 材 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 の 解 決 手 段 】
こ の 様 な 状 況 に 鑑 み て 、 本 発 明 者 ら は 新 し い 脂 質 蓄 積 抑 制 の メ カ ニ ズ ム に 基 づ い た 脂 質 蓄
積 抑 制 素 材 を 求 め て 、 鋭 意 研 究 努 力 を 重 ね た 結 果 、 ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス が 、 熱 産
生 交 感 神 経 の 働 き を 高 め 、 以 て 、 脂 質 の 熱 エ ネ ル ギ ー へ の 変 換 を 促 進 す る 作 用 を 有 す る こ
と を 見 出 し 、 発 明 を 完 成 さ せ る に 至 っ た 。 即 ち 、 本 発 明 は 以 下 に 示 す 技 術 に 関 す る も の で
あ る 。
（ １ ） ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス か ら な る 、 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 。
（ ２ ） エ キ ス が 、 ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の 果 実 の 極 性 溶 媒 抽 出 物 及 び ／ 又 は そ の 溶 媒 除 去 物
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） に 記 載 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 。
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（ ３ ） （ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 を 含 有 す る 経 口 投 与 用 の 組 成 物
。
（ ４ ） ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化
用 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 。
（ ５ ） エ キ ス が 、 ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の 果 実 の 極 性 溶 媒 抽 出 物 及 び ／ 又 は そ の 溶 媒 除 去 物
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ ４ ） に 記 載 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 用 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物
。
（ ６ ） 食 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ ３ ） ～ （ ５ ） 何 れ か １ 項 に 記 載 の 経 口 投 与 用 の 組
成 物 。
以 下 、 本 発 明 に つ い て 更 に 詳 細 に 説 明 を 加 え る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ １ ） 本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤
本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 は 、 ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス か ら な る 。 本 発 明 に 言
う ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ と は 、 ミ カ ン 科 （ Ｒ ｕ ｔ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） の サ ン シ ョ ウ 属 植 物 （ Ｚ ａ ｎ
ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ ） の 総 称 で あ っ て 、 こ れ に 属 す る 具 体 的 な 植 物 と し て は 、 サ ン シ ョ ウ （
Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ 　 ｐ ｉ ｐ ｅ ｒ ｉ ｔ ｕ ｍ ） 、 カ ホ ク サ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ
ｌ ｕ ｍ 　 ｓ ｉ ｍ ｕ ｌ ａ ｎ ｓ 　 Ｈ ａ ｎ ｃ ｅ ． ） 、 ヒ レ サ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ
　 ｂ ｅ ｅ ｃ ｈ ｅ ｙ ａ ｎ ｕ ｍ ） 　 、 ア メ リ カ サ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ 　 ａ ｍ ｅ
ｒ ｉ ｃ ａ ｎ ｕ ｍ ） 、 ト ウ サ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ 　 ｓ ｉ ｍ ｕ ｌ ａ ｎ ａ ） 、 イ
ヌ ザ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ 　 ｓ ｃ ｈ ｉ ｎ ｉ ｆ ｏ ｌ ｉ ｕ ｍ ） 、 カ ラ ス ザ ン シ ョ
ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ 　 ａ ｉ ｌ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｉ ｄ ｅ ｓ ） 、 フ ユ ザ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ
ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ 　 ａ ｒ ｍ ａ ｔ ｕ ｍ ） 、 ア サ ク ラ ザ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ 　 ｐ
ｉ ｐ ｅ ｒ ｉ ｕ ｍ 　 ｆ ． 　 ｉ ｎ ｅ ｒ ｍ ｅ ） 、 ヤ マ ア サ ク ラ ザ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｘ ｙ ｌ
ｕ ｍ 　 ｐ ｉ ｐ ｅ ｒ ｉ ｕ ｍ 　 ｆ ． 　 ｂ ｒ ｅ ｖ ｉ ｓ ｐ ｉ ｎ ｕ ｍ ） 等 が あ り 、 こ れ ら の 何 れ も が
使 用 可 能 で あ る 。 特 に 好 ま し い も の は 、 最 も 一 般 的 に 入 手 可 能 な サ ン シ ョ ウ （ Ｚ ａ ｎ ｔ ｈ
ｏ ｘ ｙ ｌ ｕ ｍ 　 ｐ ｉ ｐ ｅ ｒ ｉ ｔ ｕ ｍ ） で あ る 。 以 下 、 単 に サ ン シ ョ ウ と 称 す る と き は 、 こ
の 植 物 を 指 す 。 本 発 明 で 言 う 、 こ れ ら の エ キ ス と は 、 植 物 体 そ の も の を 粉 砕 な ど 加 工 し た
加 工 物 、 植 物 体 乃 至 は そ の 加 工 物 に 溶 媒 を 加 え 、 抽 出 し た 抽 出 物 、 抽 出 物 か ら 溶 媒 を 除 去
し た 溶 媒 除 去 物 、 抽 出 物 乃 至 は そ の 溶 媒 除 去 物 を 更 に カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー や 液 液 抽
出 な ど で 分 画 精 製 し た 、 分 画 精 製 物 な ど の 総 称 を 意 味 す る 。 本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性
化 剤 と し て は 、 溶 媒 抽 出 物 或 い は そ の 溶 媒 除 去 物 が 好 ま し い 。 溶 媒 抽 出 物 は 、 植 物 体 乃 至
は そ の 加 工 物 に 、 １ ～ １ ０ 重 量 倍 の 溶 媒 を 加 え 、 室 温 で あ れ ば 数 日 間 、 沸 点 付 近 の 温 度 で
あ れ ば 数 時 間 浸 漬 す る こ と に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。 溶 媒 と し て は 、 通 常 こ の 様 な 抽
出 に 用 い ら れ て い る 溶 媒 で あ れ ば 特 段 の 限 定 は さ れ な い が 、 極 性 溶 媒 が 特 に 好 ま し く 例 示
で き る 。 極 性 溶 媒 と し て は 、 水 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、 ブ タ ノ ー ル 、 １ ， ３ －
ブ タ ン ジ オ ー ル 等 の ア ル コ ー ル 類 、 酢 酸 エ チ ル や 蟻 酸 メ チ ル な ど の エ ス テ ル 類 、 ジ エ チ ル
エ ー テ ル や テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 等 の エ ー テ ル 類 、 ア セ ト ン や メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 等 の ケ ト
ン 類 、 ク ロ ロ ホ ル ム や 塩 化 メ チ レ ン 等 の ハ ロ ゲ ン 化 炭 化 水 素 類 、 ア セ ト ニ ト リ ル 等 の ニ ト
リ ル 類 な ど が 好 ま し く 例 示 で き 、 水 及 び ／ 又 は ア ル コ ー ル が 特 に 好 ま し い 。 こ れ は 、 溶 出
特 性 と 安 全 性 の 観 点 か ら で あ る 。 又 、 植 物 体 に 於 い て 使 用 す る 部 位 と し て は 、 何 れ の 部 位
も 使 用 可 能 で あ る が 、 有 効 成 分 を 多 く 含 む こ と か ら 、 果 実 を 用 い る の が 特 に 好 ま し い 。 か
く し て 得 ら れ た ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス は 、 後 記 実 施 例 に 示 す 如 く 、 優 れ た 熱 産 生 交
感 神 経 活 性 化 作 用 を 有 す る 。 こ の 様 な 作 用 に よ り 、 生 体 全 体 の 熱 エ ネ ル ギ ー 産 生 を 促 進 し
、 過 剰 に 存 在 す る 脂 質 を 熱 に 変 換 さ せ 、 脂 質 の 蓄 積 を 抑 制 す る 。 更 に 、 次 に 示 す 如 く 、 ミ
カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス は 、 熱 産 生 タ ン パ ク も 活 性 化 す る た め 、 二 つ の 異 な る メ カ ニ ズ
ム に よ り 、 脂 質 の 蓄 積 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 こ の 意 味 に 於 い て も 、 本 発 明 の 熱 産 生 交
感 神 経 活 性 化 剤 は 、 従 来 に な い 優 れ た 効 果 を 有 す る と 言 え る 。 本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活
性 化 剤 の 好 ま し い 用 量 は 、 成 人 １ 日 あ た り 、 ２ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ ｍ ｇ を １ 回 乃 至 は 数 回 に
分 け て 経 口 的 に 摂 取 す る こ と で あ る 。 特 に 好 ま し い 用 量 は 一 回 の 摂 取 量 が ２ ０ ０ ｍ ｇ 以 上
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で あ る こ と で あ る 。 こ の 為 に は 、 本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 に 於 い て は 、 本 発 明 の 熱 産
生 交 感 神 経 活 性 化 剤 を ５ ０ ～ ９ ０ 重 量 ％ 含 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
＜ 製 造 例 １ ＞
サ ン シ ョ ウ の 乾 燥 果 実 ５ ０ ０ ｇ に ５ Ｌ の ５ ０ ％ エ タ ノ ー ル を 加 え 、 一 週 間 室 温 で 抽 出 後 、
濾 過 し て 不 溶 物 を 取 り 除 き 、 更 に 減 圧 濃 縮 を し て 、 そ の 後 、 凍 結 乾 燥 し た 。 そ し て 、 本 発
明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 １ を 得 た 。 （ 収 量 ； ２ １ ｇ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
＜ 製 造 例 ２ ＞
サ ン シ ョ ウ を カ ホ ク サ ン シ ョ ウ に 代 え 、 同 様 に 処 理 し 、 本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤
２ を 得 た 。 （ 収 量 ； ２ ７ ｇ ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
マ ウ ス の 肩 胛 骨 間 褐 色 脂 肪 組 織 中 の 熱 産 生 タ ン パ ク 質 の 発 現 促 進 実 験
８ 週 齢 の ｄ ｄ Ｙ 系 雄 性 マ ウ ス を ９ 匹 を 一 群 と し 、 飼 料 と し て 基 礎 飼 料 Ｍ Ｆ に 精 製 ラ ー ド を
２ ０ ％ 添 加 し 、 被 験 物 質 と し て 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 １ 又 は ２ を ５ ％ 添 加 し 、 マ ウ ス に
４ 週 間 自 由 摂 取 さ せ た 。 そ の 後 、 肩 胛 骨 間 褐 色 脂 肪 組 織 を 採 取 し 、 遠 心 分 離 に よ り 粗 ミ ト
コ ン ド リ ア 画 分 を 得 た 。 画 分 中 の タ ン パ ク 質 濃 度 を ５ μ ｇ ／ １ ０ μ Ｌ に 希 釈 後 、 ウ ェ ス タ
ン ブ ロ ッ ト に よ る 熱 産 生 タ ン パ ク 質 の 検 出 を 行 っ た 。 検 出 さ れ た バ ン ド 強 度 を 数 値 化 し 、
ベ ヒ ク ル 群 の 値 を １ ０ ０ と し た 時 の 相 対 的 な 熱 産 生 タ ン パ ク 質 含 量 を 求 め た 。 結 果 を 表 １
に 示 す 。 こ れ よ り 、 本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 は 、 熱 産 生 タ ン パ ク の 発 現 も 促 進 し
、 脂 質 を 熱 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） 本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物
本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 は 、 上 記 本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 を 含 有 す る こ と を
特 徴 と す る 。 か か る 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 は 唯 一 種 を 含 有 さ せ る こ と も で き る し 、 二 種
以 上 を 組 み 合 わ せ て 含 有 さ せ る こ と も で き る 。 本 発 明 に 言 う 経 口 投 与 用 の 組 成 物 と は 、 経
口 で 投 与 さ れ る 製 剤 の 総 称 を 意 味 し 、 健 康 食 品 を 含 め た 食 品 、 飲 料 、 経 口 投 与 医 薬 品 等 を
包 含 す る 。 本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 と し て は 、 食 品 が 特 に 好 ま し い 。 こ れ は 、 ミ カ ン
科 サ ン シ ョ ウ の 何 れ の 植 物 も 食 品 と し て の 長 い 実 績 を 有 す る た め で あ る 。 本 発 明 の 経 口 投
与 用 の 組 成 物 は 、 必 須 成 分 で あ る ミ カ ン 科 サ ン シ ョ ウ の エ キ ス 以 外 に 、 通 常 上 記 の 組 成 物
で 使 用 さ れ て い る 任 意 の 成 分 を 含 有 す る こ と が で き る 。 か か る 任 意 成 分 と し て は 、 白 糖 等
の 糖 衣 剤 、 乳 糖 等 の 賦 形 剤 、 デ ン プ ン や 結 晶 セ ル ロ ー ス な ど の 崩 壊 剤 、 ゼ イ ン 、 ゼ ラ チ ン
、 シ ェ ラ ッ ク 等 の 被 覆 剤 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス な ど の 結 合 剤 、 大 豆 レ シ チ ン 、
シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル 等 の 界 面 活 性 剤 、 ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 タ ル ク 、 ロ ウ 類 等 の
滑 沢 剤 、 軽 質 無 水 ケ イ 酸 、 乾 燥 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム ゲ ル 等 の 流 動 促 進 剤 、 生 理 食 塩 水 、 ブ
ド ウ 糖 水 溶 液 等 の 希 釈 剤 、 矯 味 矯 臭 剤 、 着 色 剤 、 殺 菌 剤 、 防 腐 剤 、 香 料 等 が 好 ま し く 例 示
で き る 。 本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 は 、 必 須 成 分 の 本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 と
任 意 の 成 分 を 常 法 に 従 っ て 処 理 す る こ と に よ り 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 実 施 例 】
以 下 に 、 実 施 例 を 挙 げ て 、 本 発 明 に つ い て 更 に 詳 細 に 説 明 を 行 う が 、 本 発 明 が 、 か か る 実
施 例 に の み 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
＜ 実 施 例 １ ＞
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熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 １ を 用 い て 、 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 用 の 経 口 投 与 組 成 物 を 作 成 し
た 。 即 ち 、 重 量 ５ ０ ｍ ｇ の カ プ セ ル に 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 １ を １ ０ ０ ｍ ｇ 充 填 し 、 本
発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 １ （ 健 康 食 品 ） を 得 た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
＜ 実 施 例 ２ ＞
ボ ラ ン テ ィ ア を 用 い て 、 実 施 例 １ の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 用 の 経 口 投 与 組 成 物 の 、 熱 産 生
交 感 神 経 へ の 作 用 を 調 べ た 。 即 ち 、 １ 群 ３ 人 、 ３ 群 計 ９ 名 を 用 い 、 １ 群 は カ プ セ ル の み を
服 用 し 、 １ 群 は 実 施 例 １ の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 用 の 組 成 物 １ を １ カ プ セ ル （ １ ０ ０ ｍ ｇ
） を 服 用 し 、 残 る １ 群 は 実 施 例 １ の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 用 の 組 成 物 １ を ２ カ プ セ ル （ ２
０ ０ ｍ ｇ ） を 服 用 し 、 酸 素 マ ス ク を 付 け 、 呼 気 を 集 め た 。 又 、 心 電 図 も 装 着 し た 。 呼 気 の
炭 酸 ガ ス と 酸 素 の 割 合 よ り 、 常 法 に 従 い 呼 吸 商 （ Ｒ Ｑ ： Ｒ ｅ ｓ ｐ ｉ ｒ ａ ｔ ｏ ｒ ｙ 　 Ｑ ｕ ｏ
ｔ ｉ ｅ ｎ ｔ ） を 求 め 、 心 電 図 の 波 形 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル 分 析 （ （ １ ） Ｈ ｉ ｄ ｅ ｔ ｏ ｓ ｈ ｉ
　 Ｕ ｅ 　 ｅ ｔ ． ａ ｌ ． 　 Ａ ｎ ｎ ａ ｌ ｓ 　 ｏ ｆ 　 Ｎ ｏ ｎ ｉ ｎ ｖ ａ ｓ ｉ ｖ ｅ 　 Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ
ｃ ａ ｒ ｄ ｉ ｏ ｌ ｏ ｇ ｙ （ ２ ０ ０ ０ ） ５ ， 　 ３ ３ ６ － ３ ４ ５ 、 （ ２ ） Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ
ｎ ａ ｌ 　 Ｊ ． 　 ｏ ｂ ｅ ｓ ｉ ｔ ｙ （ １ ９ ９ ９ ） ２ ３ ， ７ ９ ３ － ８ ０ ０ ） か ら 、 熱 産 生 交 感 神
経 の 活 動 指 標 （ 心 拍 変 動 パ ワ ー ） を 求 め た 。 心 拍 変 動 パ ワ ー の 大 き さ が 大 き い ほ ど 、 熱 産
生 に 関 与 す る 交 感 神 経 の 活 動 度 が 高 く 、 熱 産 生 を 生 体 に 促 し て い る こ と を 示 す 。 又 、 呼 吸
商 は 、 あ る 反 応 に よ っ て 消 費 さ れ た 酸 素 量 に 対 す る 二 酸 化 炭 素 の 生 成 量 の 割 合 を 指 す が 、
炭 水 化 物 代 謝 に よ っ て 炭 酸 ガ ス が 産 生 さ れ て い る 場 合 に は １ と な り 、 脂 肪 代 謝 に よ っ て 産
生 さ れ て い る 場 合 に は 、 ０ ． ７ と な る 。 心 拍 変 動 パ ワ ー の 結 果 を 図 １ に 、 呼 吸 商 の 結 果 を
図 ２ に 示 す 。 こ れ よ り 、 本 発 明 の 熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 用 の 組 成 物 が 、 熱 産 生 交 感 神 経 を
活 性 化 し 、 脂 質 代 謝 を 高 め 、 脂 質 を 優 先 的 に 燃 焼 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
＜ 実 施 例 ３ ＞
以 下 に 示 す 処 方 に 従 っ て 、 本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 で あ る 食 品 を 作 成 し た 。 即 ち 、 イ
の 成 分 を 流 動 層 造 粒 装 置 に 仕 込 み 、 ２ ０ ％ エ タ ノ ー ル ２ ０ 重 量 部 を 噴 霧 し な が ら 流 動 層 造
粒 を 行 い 、 ４ ０ ℃ で ５ 時 間 送 風 乾 燥 し た 後 、 １ ０ ０ ｍ ｇ 錠 に 打 錠 成 形 し 、 こ れ に 糖 衣 パ ン
に て 、 ロ の 液 を 噴 霧 、 送 風 し な が ら 被 覆 を 行 い 、 １ ５ ０ ｍ ｇ 錠 に 加 工 し 、 本 発 明 の 熱 産 生
交 感 神 経 活 性 化 用 の 組 成 物 ２ （ 健 康 食 品 ） を 得 た 。
イ
結 晶 セ ル ロ ー ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ０ 　 　 重 量 部
ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス 　 　 　 　 　 ５ 　 　 重 量 部
熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 １ 　 　 　 　 　 ４ ５ 　 　 重 量 部
ロ
ゼ イ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ 　 　 重 量 部
カ プ リ ル 酸 モ ノ グ リ セ リ ド 　 　 　 　 　 　 　 １ 　 　 重 量 部
エ タ ノ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ０ 　 　 重 量 部
【 ０ ０ １ ５ 】
＜ 実 施 例 ４ ＞
以 下 に 示 す 処 方 に 従 っ て 、 本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 で あ る 食 品 を 作 成 し た 。 即 ち 、 イ
の 成 分 を 流 動 層 造 粒 装 置 に 仕 込 み 、 ２ ０ ％ エ タ ノ ー ル ２ ０ 重 量 部 を 噴 霧 し な が ら 流 動 層 造
粒 を 行 い 、 ４ ０ ℃ で ５ 時 間 送 風 乾 燥 し た 後 、 １ ０ ０ ｍ ｇ 錠 に 打 錠 成 形 し 、 こ れ に 糖 衣 パ ン
に て 、 ロ の 液 を 噴 霧 、 送 風 し な が ら 被 覆 を 行 い 、 １ ５ ０ ｍ ｇ 錠 に 加 工 し 、 本 発 明 の 熱 産 生
交 感 神 経 活 性 化 用 の 組 成 物 ３ （ 健 康 食 品 ） を 得 た 。
イ
結 晶 セ ル ロ ー ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ０ 　 　 重 量 部
ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル セ ル ロ ー ス 　 　 　 　 　 ５ 　 　 重 量 部
熱 産 生 交 感 神 経 活 性 化 剤 ２ 　 　 　 　 　 ４ ５ 　 　 重 量 部
ロ
ゼ イ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ 　 　 重 量 部
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カ プ リ ル 酸 モ ノ グ リ セ リ ド 　 　 　 　 　 　 　 １ 　 　 重 量 部
エ タ ノ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ０ 　 　 重 量 部
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 新 し い 脂 質 蓄 積 抑 制 の メ カ ニ ズ ム に 基 づ い た 脂 質 蓄 積 抑 制 素 材 を 提 供 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 実 施 例 ２ の 心 電 図 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル 分 析 の 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 ２ の 呼 吸 商 の 結 果 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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